
意
見
交
換
会
の
内
容

意
見
交
換
会
は
次
の
内
容
で
開
催
し
ま
し

た
。

臼
説
明

開
催
趣
旨
及
び
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生

プ
ラ
ン
の
検
討
概
要
に
つ
い
て
（
津
別
町

役
場
産
業
振
興
課

参
事

小
南
雅
誉
）

渦
情
報
提
供
１

地
域
資
源
と
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
で
検
討
す
べ
き
こ
と

（
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
〈
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
〉
セ
ン
タ
ー
長

工
学
博

士

大
友
詔
雄
氏
）

嘘
情
報
提
供
２

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
域
現
実
サ
イ
ズ
で

の
熱
利
用
・
熱
電
併
給

（
サ
ス
テ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締

役
社
長

山
口
勝
洋
氏
）

唄
意
見
交
換

進
行
（
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境
管
理
協

会

壁
谷
武
久
氏
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

（
大
友
詔
雄
氏
、

山
口
勝
洋
氏
、
竹
俣
信
行
副
町
長
）

意
見
交
換
会
の
趣
旨

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
（
環
境

省
事
業：

平
成

年
度
「
低
炭
素
・
循
環
・
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自
然
共
生
」
地
域
創
生
実
現
プ
ラ
ン
策
定
事

業
）
の
策
定
に
あ
た
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
外
部
専
門
家

２
名
を
招
き
、
検
討
中
の
プ
ラ
ン
を
参
加
者

に
示
す
と
と
も
に
、
外
部
専
門
家
か
ら
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
地
域

資
源
を
活
用
し
た

事
業
の
事
業
化
に

あ
た
っ
て
の
合
意

プ
ロ
セ
ス
や
資
金

確
保
、
さ
ら
に
は

官
民
の
連
携
や
担

い
手
育
成
な
ど
持

続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
実

践
的
な
活
動
事
例

に
つ
い
て
も
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、

町
民
な
ど
参
加
者

と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ

ラ
ン
の
検
討
概
要

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
で
目
指

し
た
い
も
の
は
、
１
点
目
と
し
て
、
化
石
燃

料
に
頼
ら
な
い
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
低

炭
素
社
会
の
形
成
。
２
点
目
と
し
て
、
既
に

丸
玉
産
業
珂
で
実
現
さ
れ
て
い
る
事
例
を
参

考
と
し
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
。
３
点
目
と
し
て
、
林
地
未
利
用
材
等
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
用
促
進
で
す
。

す
べ
て
関
連
し

た
内
容
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
３
点
を

目
標
と
し
た
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検

討
委
員
会
に
よ
る

検
討
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、
先
進

地
現
地
調
査
等
か

ら
、
現
在
検
討
し
て

い
る
プ
ラ
ン
の
内

容
に
つ
い
て
で
す
。

ま
ず
、
大
き
な
１

点
目
と
し
ま
し
て
、

津
別
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
実
態
等
に
基
づ
く
C

O
2
削
減
量
や
地
域
資
源
利
用
量
等
の
基
本

目
標
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
設
定
し
た
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
た
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
設
定
と
し
て
、
ま
ず
、

津
別
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
津
別
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
町
内
か
ら
発
生
す
る
木

「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す
意
見
交
換
会
開
催
！

平
成

年

月

日
に
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
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得
て
「『
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
』
を
目
指
す
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
報
告
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
開
催
趣
旨
及
び
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
の
検
討
概
要
と
、
外

部
有
識
者
２
名
か
ら
の
情
報
提
供
の
う
ち
一
つ
を
報
告
し
ま
す
。

意見交換会の開催状況

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
一
極
的
に
収
集
・
管

理
し
、
各
施
設
が
必
要
と
す
る
燃
料
や
材
料

に
加
工
し
、
販
売
す
る
と
い
っ
た
機
能
を
有

す
る
公
民
連
携
し
た
機
関
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備
時
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
自
足
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
「
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
」

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
複
合
施
設
や
そ
の

周
辺
施
設
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る

公
営
住
宅
へ
の
熱
供
給
や
農
業
ハ
ウ
ス
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
新
た

な
農
産
物
の
栽
培
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
津

別
町
な
ら
で
は
の
地
域
振
興
を
図
る
プ
ラ
ン

策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ૂ
༭
೹
ރ
⃷

地
域
資
源
と
し
て
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
活
用
で
検
討
す
べ

き
こ
と
！

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

〈
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
〉

セ
ン

タ
ー
長

工
学
博
士

大
友
詔
雄
氏

《
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
は
》

北
海
道
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
16

年
前
に
設
立
。
地
域
に
仕
事
を
作
り
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
道
内
外
の

自
治
体
の
自
然
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エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
計
画
づ
く
り
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
を
行
う
。
特

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
績
を
積
み
「
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
化
工
場
」
を
道
内
５
地
域
に
設

立
。

《
地
域
内
経
済
（
自
立
）
循
環
》

地
域
内
経
済
循
環
の
確
立
の
た
め
に
は
、

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

は
た
す
こ
と
。
そ
し
て
、
実
証
技
術
を
使
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
検
討
す
べ
き
こ
と
は
何
か
》

臼
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
あ
る
か
。

渦
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
あ
る
か
。

嘘
需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
う
取
る
か
。

唄
合
意
は
得
ら
れ
る
か
。

《
最
初
に
準
備
す
べ
き
こ
と
》

最
初
に
準
備
す
べ
き
こ
と
は
、
何
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

・
人
（
地
域
の
核
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
る

人
）

・
金
（
原
資
を
作
り
出
す
方
法：

エ
ネ
ル

ギ
ー
代
を
地
域
資
源
で
置
き
換
え
る
）

・
も
の
（
地
域
資
源
・
需
要
施
設
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
施
設
な
ど
）

《
公
共
施
設
で
使
う
こ
と
》

自
治
体
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
本
的
需
要

者
で
あ
る
。
事
業
を
や
る
と
き
町
の
持
ち
出

し
が
多
く
事
業
が
上
手
く
い
か
な
い
と
言
わ

れ
が
ち
だ
が
、
地
域
資
源
を
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
業
性
と
し
て
は
し
っ

か
り
成
り
立
つ
。
決
し
て
町
財
政
を
圧
迫
す

る
も
の
で
は
な
い
。

《
津
別
町
へ
ひ
と
こ
と
》

津
別
町
の
条
件
は
、
道
内
の
自
治
体
で
も

極
め
て
可
能
性
を
有
す
る
優
れ
た
中
味
を
持

つ
自
治
体
で
あ
り
、
公
民
力
を
あ
わ
せ
て
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
次
号
（
３
月
号
）
に
て
情
報
提
供
２
と
意

見
交
換
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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